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＜連絡事項＞
・法人研修のビデオ研修があります。（11/3の分）出席出来ていない方は参加する様にして
下さい。

・ベッドコントロールで、西病棟：立桶　真樹子様、泉川　ケイ子様の2名が候補となっています。301号室で予定していますので周知して下さい。

＜患者様連絡事項＞
・成田　富士子様～鹿内眼科受診し、左目の白内障の手術を希望されていますが、鹿内眼科には入院施設はなく日帰り手術となるそうです。医事へ確認した所、1度退院してからでないと手術できないとの事です。主治医診察時に相談していきましょう。不安・不穏時の頓服薬「ロラゼパム（0.5）1Ｔ」14回分処方となっています。

・鈴木　光様～退院時処方14日分、アラミスト点鼻液 1 キット 、不眠時の頓服薬
　　　　　　　ルネスタ（1）1Ｔ　14回分が処方となっています。

＜要注目患者様＞
・瀧澤　杏奈様～自分には「5人の兄弟がいる。血液型がB型だから」などメモ帳に記載しスタッフへ頻回に見せてきており、入浴は拒否され妄想を繰り返し話していました。夜間の睡眠は取れています。本日は、起床の声掛けに「うるさい」と臥床しています。妄想の訴えはなく落ち着いて過ごし、昼食は嘔気があったが嘔吐はなく全量摂取されています。
　　　　　　　　　引き続き、危険行為のない様見守りや所在確認、訴えの内容など観察していきましょう。面会時に、外泊中の落ち着かなくなった要因を確認し今後の対応に繋げていきましょう。

・成田　富士子様～白内障手術に関しては、御家族の協力が得られる保証はないので、主治医に相談しながら、入院設備があって白内障手術可能な他の病院を検討するなど色々な方法を検討していきましょう。血糖値は安定しています。同室者の内田　都影様との折り合いが悪い為、何かあって辛くなったらスタッフに必ず相談する事、自らの考えだけで行動しない事など説明しています。明後日、退院する患者様の所に部屋移動できる可能性がある事も伝えています。明後日の部屋移動した後は、同室者と上手く付き合っていく事、今回以降の部屋移動は対応しない事も併せてつたえていきましょう。

・原　吉郎様～今朝は採血の為離床しているが、不機嫌さあり体温測定し体温36.6℃であり、「平熱ですね」と言うと、「あんたおかしい看護婦だ、微熱なんだ」と強い口調で話しています。具合が悪いと話しているが、作業、午後のプログラムも参加しています。離床を促し元の生活リズムに戻れるよう関わっていきましょう。昨日は入浴を拒否されているので、明日の入浴は皮膚状態も観察する為入浴して頂きましょう。また、クロザリル内服中のため状態観察もおこないましょう。
　　　　　　　　明日より、クロザリル(25) 2-2-3となっています。

＜受け持ち患者様支援検討＞
・齋藤　光枝様～10/24（水）夫様と母様来院され、主治医面談されています。今後についてや歩行器をどうするのか検討したら連絡をくれる様伝えていましたが連絡がないので、担当スタッフの方で連絡していきます。

・犾守　佑太様～外泊訓練を2週間に1回の頻度で繰り返し、家族関係が良くなって先に繋げていける様にしていきましょう。退院後の環境として訪問看護や可能であれば就労支援等使えるサービス等を検討していきましょう。妄想は慢性化しているが、服薬を継続していれば安定している為本人に服薬の必要性を理解してもらう為、主治医へ御家族への疾病教育を勧めてみても良いか確認していきましょう。本日、2泊3日の外泊より母様と一緒に帰院されています。前回と同じで良かったとの事です。外泊中の様子としては、「外泊中に家に業者が来たら玄関の靴をダメにされるとあわてて靴を居間に入れていた。その後少し落ち着きがない様子がありました。」との事。また、本人から障害者年金と手帳の手続きは絶対にしない様にと話していましたが、手続きをしている事を話したそうです。「手続きをしたら悪い金が入ってくるからダメになる。」とも話していたようで、タイミングが分からないとの事です。
　　　　　　　　　次回の外泊は、11/26（月）10：00～11/28（水）13：00迄で申請中です。

[bookmark: _GoBack]・高橋　康満様～本人から「俺も80だからここでやっている老人ホームに入ろうかな」という発言が聞かれている為、法人内の施設で検討していきます。
